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ＮＰＯ・ＭＩＰスポーツ・プロジェクトの社会的活動ついて
－スポーツゲームスを中心として－
AReportontheSocialOutreachActivitiesofMIPSPORTSPROmC'1)ＮＰＯ
渡部近志
の事実であると考える。
地域総合型スポーツクラブへの取り組みは、同時にスポー
ツ分野のＮＰＯへの取り組みを促し、いわゆるスポーツの行
政改革ともいうべき社会的転機を向かえているものと思われ
る。こうした時代背景の中でスポーツＮＰＯ法人の存在は、
スポーツによる社会的使命を果たす組織として今後ますます
注目される存在になってくるものと思われるのである。それ
は同時に、わが国におけるスポーツ振興策の大きな転換期を
迎えたのであろう。そうした社会背景の中からスポーツ分野
の社会的企業化、すなわちＮＰＯ法人化への摸索、取り組み
がなされるようになった｡｢スポーツ関係のＮＰＯ法人に関す
る調査｣[2005]の報告書)によれば､2004年６月現在で約1500
団体であり、調査対象として1602団体を対象として調査を試
みているように､特定非営利活動促進法施行(1998.12)以後、
積極的なＮＰＯ法人化への取り組みが見られている。スポー
ツＮＰＯ法人の社会的活動（事業）は、必づしもスポーツ活
動を主軸にしたミッションではなく、様々な、多様なスボー
ツニーズに対応とするミッションが掲げられている。しかし
いずれのＮＰＯ活動も、「社会的企業」として十分な経営体力
を確保することは重要な課題である。著者が参画するＮＰＯ
法人・ＭＩＰスポーツ・プロジェクトは、スポーツ分野にお
ける様々な社会的課題解決についてミッションを掲げ、２０００
年東京都より認証を受け法人登記した団体である。もとより
社会的企業としての活動は、そのミッションに基づく地域社
会との関わりや問題解決のための事業内容は最も大切な活動
を支えるものであり、それは単に会員へのスポーツ・プログ
ラム・サービスの提供に止まるものではなく、その他の事業
活動を通じて社会的使命を果たそうとするものである。すな
わち､ＮＰＯ法人としてのソシアル･バリューを如何に高め、
社会的責務を果たす為の事業推進を図っている。言い換える
ならば、ＮＰＯ法人の社会的債務は、まさに法人活動のミッ
ションに表される。と同時に、法人を構成する理事、監事、
職員そして会員（顧客）間のミッションの共有はもっとも大
切な約束事となる。
千葉')は全国各地で展開されるスポーツＮＰＯがどのよう
なミッションを掲げ、社会の問題を解決しようとしているの
かの調査を行っている。その報告によると、①｢自然的ミッシ
ョン・カテゴリー（スポーツの普及）」、②「社会的ミッショ
ン・カテゴリー（地域社会の活性化・子どもの健全育成・市
民の健康増進)｣、③「選択的ミッション・カテゴリ（国際交
流・専門家の育成・環境問題・保健予防医学・障害者高齢者
１：はじめに
１９９８（平成１０）年12月経済企画庁（現内閣府）所管「特定
非営利活動促進法」（通称ＮＰＯ法：non-proHtorganization，
以下ＮＰＯと略す）が施行され、我が国の様々な社会的、文
化的課題解決の為に多いに期待される一方で、法の糊!''を犯
すような法人や社会的使命を果たさずに解散に追い込まれる
ケースなども見られている。そうした－部例外的なＮＰＯ法
人を除けば、多くのＮＰＯ法人はその使命を誠実に果たそう
とする熱意が見られるが、しかし一方では、社会的使命を果
たす為の経営資源の確保に大きな課題が残されているとも言
われている。社会的企業とも言えるＮＰＯ法人であっても、
その性格は企業経営の立場に立って法人経営にあたらなけれ
ば、その使命を果たす事が出来ないのである。そうした社会
的企業でもあるＮＰＯの経営について、原田はマネージメン
トの必要`性を強調する｡｢営利企業と同様に､または､それ以上
に専門的なマネージメントの導入が不可欠であり､それゆえ、
組織運営についてもプロフェッショナルなスキルが前提にな
る｣。２）
2005年５月現在､ＮＰＯ法人数は21,996団体｡そしてその活
動分野は､保健､医療､福祉､教育､子ども､まちつくり、文化、
環境､国際協力､女'性､人権､消費者問題など多義にわたってい
るのである｡，スポーツ分野におけるＮＰＯ法人数は､2004年
６月現在で1500団体にも及び6)、さらに法人格認証を目指そ
うとするスポーツ団体は増加傾向にあると言われている｡そ
のような我が国の社会背景の中で、本法人も４年前に東京都
より認証を受けた法人として、社会的使命を誠実に実施し、
その社会的な使命を果たそうとする社会的企業である。
ところで､わが国のスポーツの普及･発展･競技力向上は、
学校の運動部がその中心的な役割を果たしてきたが、しかし
今日では、そうした学校スポーツの歴史、役割も社会環境の
急激な変化（少子化、教員の高齢化）とともに､諸課題（運動
部の減少、廃部）が表出され始めたのである9)。そのような
社会的背景を基に2000年８月「スポーツ振興基本計画」は、
学校に変わって地域社会がスポーツを育む基本計画を示した。
すなわち、地域社会、コミニティー、世代間を越えたスポー
ツ振興への指針、振興であった。しかし、現実には地方自治
体における「そうした取り組みへの姿勢」は、かなりの温度
差が見られるとの報告5)が見られるように、必ずしもl'頂調な
船出ではないように思われるのだが、しかし確実に、学校ス
ポーツから地域スポーツへとその構図が確立されつつあるも
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支援･調査研究)」であったと報告している。またその調査結
果を踏まえて、「地域の実情に合わせた経営が望まれる」と結
んでいる。このことは、スポーツＮＰＯの経営資源、地域に
根差した社会的事業や活動といったものを、着実にマーケテ
ィングを実施し、社会的課題解決の為のミッションを果たさ
なければならないと言う事を示唆しているものであろう。
本報告は、スポーツＮＰＯが淘汰の時代に入ったといわれ
る中で、積極的なスポーツの社会的事業に取り組む「ＭＩＰ
スポーツ・プロジェクト」の概要、また、著者自身が参画し
た「スポーツゲームス」事業について、年度報告書０を参考
資料としてその活動を報告したい。
（医・貴島会ダイナミック医学研究
所所長）
大西一平
（ＩＢＭラグビーヘッドコーチ）
小野俊夫
（株式会社日さく取締役社長）
小野雅充
(株式会社シコクヤ代表取締役社長）
金子達仁
（スポーツジャーナリスト）
金哲彦
（ＮＰＯ法人ニッボンランナーズ理
事長）
草野満代（アナウンサー）
斎藤雅樹
(元東京読売巨人寵ピッピングコーチ）
土井龍雄
（医・貴島会ダイナミックスポーツ
医学研究所副所長）
戸塚哲也
（元サッカー日本代表東京ベルディ
1969）
中田久美
（スポーツキャスター元バレー日本
代表）
中村好男（早稲田大学教授）
長友啓典（アートディレクター）
橘本聖子（衆議院議員）
山本哲生
(株式会社コスモコミニケーションズ）
同
同
同
同
同
２：ＮＰＯ法人・ＭＩＰスポーツ・プロジェクトの概要 同
同
[ミッション］
ＮＰＯ・ＭＩＰスポーツ・プロジェクトは、トップアス
リートと文化人が集まり「モラル｣「インテリジェンス」「フ
ィジカル」のバランスの取れた人間形成に寄与することに
よって、スポーツ文化の向上を目指す。
Ｍ＝モラル：自ら正しい方向'性を考え、モラルセンスを
磨くことにより、人間社会・自然社会において調和
を保つこと。
Ｉ＝インテリジェンス:多種多様な文化を体験し､知識・
知恵を蓄積し人知を高めることによって創造性の発
掘を行うこと。
Ｐ＝フイジカル：健全な体づくりにより、肉体と精神の
バランスを保つこと。
[活動内容］
ＭProject（内容）
・スポーツゲームス（ＳＧ）
・各種キャンプ
・スポーツクリニック
ｌProject（内容）スポーツプログラムの提供
・スポーツ文化向上のためのシンポジューム・セミナー
開催
・国際交流
PPToject（内容ルスボーツ外傷傷害の予防
・腰痛対策
・栄養セミナー
・健康増進プログラムのプランニング
[メンバー］
本ＮＰＯ法人は以下の理事・評議委員によって榊成され
ている。
理事：理事長倉石平（早稲'11大学講師）
副理事長著者
事務局長相澤雅晴（元ラグビー日本代表）
理事東根明人（||頂天堂大学助教授）
同大久保衛
（びわこ成渓スポーツ大学洲受）
同
同
同
事
同
同
同
監
[評議委員］２３名
[2004年度事業一覧］
1）スポーツ・プロジェクト（ＳＧ）
・２１会場
2）キャンプ・プロジェクト
・ウインターキャンプ：岩手県
3）スポーツ・クラブ・プロジェクト
・ＭＩＰ・ＦＣ
・サンロッカーズjr，（バスケット）
・サッカースクール
4）協力事業
・静岡市合併１周年記念スポーツフェスティバル
・ＤＯスポーツ
（読売新聞社主{崔・ジブラルタル生命特別剰搬)：埼玉県
・フリーバーズ・カップ親善ランニングまつり
（チーム・フリーバーズ主催、ハードロックカフェ事
業、ＭＩＰ協賛：知的障害者の為のランニング大
会）：横浜・根岸公園
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ＰＣ法人・日本コーディネーション協会」のホームページを
検索される事をお勧めしたい。理論的な考え方は別な機会に
譲るとして、本事業内では幼児、児童、そして保護者らを対
象として「身体活動・運動」を通じた運動神経系の発達、器
用さや反応・目的動作と言ったものを組み合わせ、遊びの要
素を取り入れつつ行う運動クリニックである。幼児、児童ら
の「運動への好奇心」7)、また親子の「触れ合い」に多いに好
感を持たれているプログラムでもある。
さらにスポーツゲームスのもう一つの特色でもある、高齢
者を対象とした健康指導であろう。わが国の急激な高齢化社
会の現実は、医療費、地域社会の活`性化（活力）などに大き
な影を落とし始めている｡国としても抜本的な政策の見直し、
改革に取り組んでいる｡そうした時代背景の中から本事業は、
高齢者を対象とした「健康プログラム」である。本法人の取
り組みは、ＳＧ時意外にも地域医療機関や公共団体とも連鵬
を図り、「腰痛予防運動や自分の脚で歩く」ことを目標に掲げ
このプログラムを展開している。近年、本事業への関心、期
待も高く、本法人理事大久保、土井らの「医学的見地にたっ
た運動処方」は各会場で好評を博している。
ＳＧの主催事業を支える原資は、公的基金の助成（国立オ
リンピック記念青少年総合センター・子どもゆめ基金）や営
利企業からの寄付金や協力は欠かせない。さらに営利団体囚
社（森永製菓、ゼロ、ゴールドウイン、ハードロック゛カフ
ェ）の協力、さらに講師らの派遣についても、ＭＩＰスポー
ツプロジェクトの持つ強力なネットワークによって支えられ
ている。
・スポーツＮＰＯサミット講師派遣
5）健康増進プログラム識師派遣
・世田谷区健康運動講座
・北・板橋ウエルネス・ネット
6）セミナー・講習会講師派遣
・経済同友会
・日本サッカー協会クラブ・マネージャー・カレッジ
３：スポーツゲームスプロジエクト（ＳＧ）事業内容
小学生高学年らを対象とした「チャレンジ・スポーツ」と
題して、それぞれの種目でのトップアスリートやトップコー
チによる指導の下で、子供らが日常的に活動している専ｌ１１１的
スポーツ種目の他に（日常的にスポーツをしていない子ども
らの参加者も多い)、２種目の「異種スポーツ」を体験しスポ
ーツの楽しさを再発見できる事を目的として、また子供らの
多様な運動経験､可能性を引き出すために行われる｡同時に、
保護者・指導者らを対象として、森永製菓（株）健康事業部
管理栄養士よる「子どものスポーツ栄養学セミナー」を保識
者・指導者向けに開催している。
さらに､親子コーディネーションプルグラムでは、「親と子
どもが一緒になって運動を通じて、運動神経を高めるプログ
ラム」や「若年層のスポーツ障害と対･策」について、さらに
高齢者を対象とした｢ずっと自分の１脚で歩くための運動講座」
「腰痛予防のための運動講座」など多彩なプログラムが午前
中に同時並行的に展開される。
午後は、中学・高校生を対象としたスポーツクリニック、
いわゆる専門的な指導を受けるプログラムとなっている。ク
リニックのプログラムは、地域によっては開催されない場合
もある。また、本クリニックの特色は、日本を代表する、代
表した選手らによって指導を受ける直接の機会は生徒らに大
きな影響を及ぼしていると思われる。また地域差にもよると
考えられるのだが、その地域ごとにクリニック参加生徒らの
種目構成に大きな違いが見られるのも大きな特色である。そ
うした中でもサッカー、野球、バスケットボール、バレーボ
ールなどの球技スポーツ系は、一般的に生徒らの参加数、意
欲も高い傾向が覗える。
子どもらへのスポーツの再発見を主体とするＳＧではある
が、本ＳＧの活動の特色は、先にも触れたように保護者、高
齢者に対しても「食・健康」をテーマに実施されている点で
あろう。栄養学の専門的立場からから行われる「食育」講座
は、傍聴するたびに改めて考えさせる点が多い。本法人への
企業スポンサーでもある（株）森永製菓健康事業部の多大な
協力の下に実施されている。
親子コーディネーションについては、まさに子どもら（幼
長、小学校低学年）の発育・発達を考慮された、また、それ
ぞれの運動をとうして「親子の触れ合う」風景を見るたびに
,Mllむ事が多い。この種のトレーニングは近年大いに見直さ
れてきた。詳細については、本法人とも連携関係にある「Ｎ
４：2003SG開催実績
2003年度のスポーツゲームスの開催実績は以下のとうりで
あった。
①ＳＧｉｎ今市今市青少年スポーツセンター148名03.7.21
②ｌ１ＩＩｌ谷明治大学八幡山グランド153名０３．８`8～10
③岡山美作総合運動公園365名03.12～１４
④青森岩木青少年センター148名03.10.13
⑤岩手北上市青少年スポーツセンター240名０３．１１．２４
⑥深川北深川北スポーツセンター283名０４．１．１７
⑦ひたちなかひたちなか市スポーツセンター383名04.1.25
⑧高知高知県立青少年センター522名０４．２．８
⑨群馬上武大学・新川1J営グランド647名04.2.15
⑩熊野熊野市総合グランド・体育館308名０４．２．２２
⑪神戸王子スポーツセンター695名０４．２．２８
⑫横浜横浜スタジアム７９名０４．２．２８
⑬所沢早稲１１１大学所沢キャンパス323名０４．３．７
⑭静岡静岡大学静岡キャンパス126名０４．３．１４
⑮成岩ソシオ成岩スポーツクラブハウス494名０４．３．２１
⑯川内市総合運動公園616名０４．３．２７
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５：０４年度SG開催実績・所見及びアンケート集計結果 ソフトテニス池田学俊
（ダンロップテニスインストラクター）
コーディネーション小滝綾
（ＮＰＯさくら子どもスポーツネットワーク事務局長）
栄髭学セミナー河南こころ
（森永製菓健康事業部管理栄養士）
2004年度のスポーツゲームスの開催実績は以下のとうりで
あった。
１：ＳＧｉｎ北上（岩手県）北上総合運動公園５２Ｍ01.6.27
２： 富岡（福島県）富岡町総合スポーツセンター585名0１．７．１９
３：烏山（東京都）世田谷区立烏'11中学校274名０４．７．２６
４： 富山（富111県）小矢部運動公園680名０`１．８．２１
５： 田辺（和歌山県）南紀スポーツセンター515名０４．８．２９
弘前（青森県）弘前学院聖愛高等学校６：417ﾉtｊ04.9.12
７： 徳島（徳島県）鴨島町民体育館他647名０４．９．１９
８： 帯広（北海道）帯広の森運動公園501船０４．１０．１１
９： みやぎ（宮城県）県総合IIMil]公園252紺０１．１０．２３
１０： 下呂（岐阜県）あさぎりスポーツ公園他648名０４．１０．３１
１１： 高知（高知県）県立青少年センター531妬０４．１１．１４
１２： 八千代（千葉県）ＩＢＭ八千代台グランド８１名０４．１１．２１
１３： 下関（山口県）東亜大学357名０４．１１．２８
１４： いなべ（三逝県）市総合運動公園573名０４．１２．１２
１５： 神戸（兵庫県）王子スポーツセンター他742名05.1.22
16： 深)||北（東京都）淵||北スポーツセンター334名０５．１．２９
１７： ぐんま（群馬県）新Ｈ１｢中学校他536名05.2.13
18： 熊本（熊本県）天Iﾘ1体育館・中学校576名０５．２．２０
１９： 北九州（福岡県）小倉北体育館他466名０５．２．２６
２０： 成岩(愛知県）ソシオ成岩スポーツクラブハウス617名０５．３．１３
２１： 川内（鹿児島県）市総合運動公園753名05.3.26
上記スポーツゲームスの開樅の中から、著者が参面iした二
会場の模様について報告する。
午前・ＳＧ：小学生対象スポーツ・チャレンジ・ラリー（以
下ＳＣＲと略す)、午後・スポーツ・クリニック（中学生以上
の専１１１１スポーツ種|=|クリニック、以下ｓＱと略す）参力ｌ１した
子供たちは、明るく、物怖じしない積極的なプレーへの参加
姿勢には、講師lliliらに大きな感銘と感動を与えた。これは一
重に学校．地域連携の教育、スポーツクラブ活動の成果では
ないかと思われた。ＳＧを開催するにあたって共催いただい
た、萩原、小坂スポーツクラブ、下呂温泉しらさぎスボーツ
クラブの三クラブの関係者との懇談会の席上、クラブ経営上
の課題（指導者確保、経営資源の確保等）について述べられ
ていたが、関係者らの熱意は高く今後の活動を注視していき
たい。と|司時に、定期的なＳＧ開催を通じてスポーツ指導法
やクラブ経営のアドバイス等について提案を実施していきた
いと考える。
さて､小学生を対象としたＳＧの指導ポイントは､｢楽しく、
正しく」を主題として３種目のスポーツの体験を実施してい
る。各グループは30名前後のグループ、そして１種目40分の
プログラム体験。そのパターンを３回繰り返しスポーツの技
術指導を受けるのである。陸上競技の展開は、走法の基本動
作やストライド（歩数）とピッチの関係、ルiを振る事の大切
さ（バランス）など、また中枢神経系への刺激としてコーデ
ィネーショントレーニングを実施している。またプログラム
の最後には、「小学生の50ｍ走全国平均記録に挑戦｣として、
陸上競技の特,性でもある「記録への挑戦」「記録と走技術」の
関係を実体験しプログラムを終える。この地区の体験スポー
ツ種目は､陸上競技一サッカーバスケットボールであった。
チャレンジ・スポーツ・ラリーの趣旨を十分理解された各
識師らの指導は、著者に対しても大きな影響を受ける。経験
豊かな、前･元トップ･アスリートらの指導は、いわゆる「種
目特性のツボを心得た指導」であり、そうした指導風景から
種目間を超えて相互に影響を受けあっている。
｢ＳＧｉｎ下呂2004.10.31」
’１皮阜県下呂市は、温泉観光地として全国的に広く知られた
地である。山間に囲まれた地形であるため大規模なスポーツ
施設はなく、ＳＧはスポーツ公園、中学校体育館・校庭を使
用し行われた。スポーツ活動は非常に熱心な地区であり、ス
ポーツクラブを中心とした活動も積極的に行われている。し
かし総合型スボーツクラブを目指したスポーツクラブであり、
その活動や支援体制は確立されつつある｡また季節変動の激
しい地区でもあるためかスポーツ種目も室内型のスポーツを
中心として活動している。
［ＳＧｉｎ成岩2005.3.13］
スポーツＮＰＯ法人・ソシオ成岩スポーツクラブ（愛知県
半田市)は､文部科学省のモデル事業として、中学校区に「ソ
シオ成岩スポーツ・クラブ・ハウス」（アリーナ、サブアリー
ナ（トレーニング場)、テニスコート（屋根付き屋上人工芝コ
ート)、会議室、更衣室、浴室、ラウンジ）を有し、地域総合
型スボーツクラブを目指すわが国を代表するスポーツＮＰＯ
法人である。
スタッフクルーは以下のメンバーであった。
クルースタッフは以下のメンバーであった。
陸上競技著者
サッカー本並健治（元日本代表）
野球西崎幸弘（元プロ野球、西武球団投手）
バスケットボール青木幹典
（浜松大学コーチ、元日本学生選抜）
バレーボール中野照子
（ピーチバレー日本代表･アトランタオリンピック9位）
卓球渡辺武弘
（元日本代表、ソウル・バルセロナオリンピック）
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陸上競技
野球
バスケットポール
バレーボール
ソフトテニス
バドミントン
ｺーディネーション
著者
村上信一（元オリックス球団外野手）
青木幹典
広瀬美代子（日本代表、ロスオリンピック代表）
池田学俊
渡辺哲義（元ＮＴＴ西日本監督）
平井博史
（NPO日本コーディネーション協会理事）
糠塚重造
（元日本代表、日本選手権シングルス優勝）
元気に歩きつづけるための筋力トレーニング
土井龍雄
（ＭＩＰ理事、ダイナミックスポーツ医学研究）
内田智美
（森永製菓健康事業部管理栄養士）
「スポーツゲームス（ＳＧ）に参力Ⅱした子どもらのアンケ
ート調査結果より」
Ｑ１：普段、スポーツをどのくらい行なっていますか？
表－１スポーツの実施度
ほぼ毎日
週３日
週１日～２日
57.8％
1８．４
１８．９
月１日～３日
ほとんどしない
まったくしない
2.9
0.9
1.2
本事業に参加した子どもらは、スポーツの実施レベルは
高い傾向が覗える｡本事業は多くの場合､地方公共団体(教
育委員会)、スポーツ少年団､地域クラブを通じて実施準備
が行なわれる為に、子どもらのスポーツ実施度は比較的多
いのではないかと思われる。笹)''スポーツ財団による「,０
代のスポーツライフに関する調査：2002｣8)｢小学校期のス
ポーツ実施レベル：レベル３＝週５日以上、レベル４＝週
５日以上、運動強度（ややきつい）の計31.2％」を上回る
ポイントを示している点でそうした傾向を裏付けるもので
あろう。
Ｑ２：現在行なっているスポーツ（複数回答）は？
表－２現在行なっているスポーツ
卓球
栄養学セミナー
参加者のスポーツへの関心、興味は非常に高い。またクラ
ブスタッフらのモデル事業にかける熱意を強く感じられる。
会費収入による運営資源の確保と同時に、世代間を超えた地
域に根差したクラブを目指しており、一世帯を対象としてマ
ーケティングを行っている。スポーツへの参加は、いわゆる
バイキング方式（種目数に関係なく、好きなスポーツに）参
加できる方式を採用している。子供たちのスポーツに対.する
関心度は非常に高く、ＳＧへの参加意識も高い。今後の課題
は、スポーツの目的志向に対するスタッフの確保、スポーツ
種目のニーズに応えられるスタッフの確保、安定的な経営資
源の確保等と思われるが、クラブハウスを拠点とした地域総
合型スポーツの発展に期待したい。なお、著者が担当したＣ
ｓの三種目の構成は(班編成によっても異なるが)、バスケッ
トボール－陸上競技一野球といったスポーツローテーション
種目の中の陸上競技を担当した。
サッカー
バスケットボール
バレーボール
野球
陸上競技
水泳
23.3％
20.2
19.2
15.1
12.1
８．８
ソフトテニス
バドミントン
ドッジボール
テニス
ラグピー
卓球
７．５
４．３
３．３
２．９
２．４
２．４
以下ホッケー、ソフトボール、空手、剣道、体操の順で
あった。
球技系スポーツ種目は､その特性からも子どもらの関心、
興味も高い。またサッカー（男子)、野球（男子)、バレー
ボール（女子)、ミニバスケット（中性）の球技種目は、,性
差による偏りが見られる傾向が高いのも大きな特徴であろ
う。またそうしたポピュラーなスポーツ種目においては、
地城内において「種目経験者＝指導者の確保」が容易であ
り、結果組織化し易い側面があると思われる。
６：アンケート集計結果から-04年度報告書より－
本事業の評価を受けるべく、ＳＧ終了後にアンケート調査
を実施している。調査方法は、集合調査法によって行われて
いる。調査対象は当日のプログラムに参加した子どもら鈩保
誠者ら、さらに健康プログラムに参加された50歳以上の男．
女`性（平均年齢62.7歳）に対して実施された。０４年度のアン
ケート調査集計結果から一部データーを報告書から抜粋し作
表し、若干の考察を試みた。また自由記述式によって得られ
た子どもらの感想の一部も合わせて表記した。
Ｑ３：もっとスポーツがしたいですか？
表－３スポーツ志向度
今たくさんのスポーツをしているので満足している
スポーツをしているけどもっとスポーツがしたい
あまりスポーツをしてないのでもっとしたい
スポーツをしてないのでこれからもしたくない
40.2％
46.9
12.5
０．４
スポーツへの欲求は非常に高い傾向を覗わせる。子ども
らにとってスポーツは遊びの手段であると考えられるが、
遊び、楽しみそして競技性というスポーツの特性に触れる
機会を希望する傾向が高い。そうした子どもらがスポーツ
少年団や部活動、クラブへの所属欲求が高い傾向を生むの
ではないだろうか。
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Ｑ４：スポーツ少年団、部活動、クラブの加入状況
表－４スポーツクラブ所属度
７：栄養学セミナー
栄養学セミナーは、全会場（21ヶ所）で開催され、平均参
力Ⅱ者は35.7人であった。２１会場参加者総数は750名、平均年齢
は40.95歳であった。
表－６栄養学セミナー聴講者属性
加入している
加入してない
89.0％
1１．０
本事業は先にも述べたように、実施il1ilifi段階（参刀|]への
呼びかけ）において主にスポーツ少年団、スポーツクラブ
等に呼びかける結果であろう。そうした意味ではスポーツ
活動とスポーツ団体への所属、そして本事業への参加との
構図が想像できる。今後は、日頃からスポーツに疎遠な子
どもらへの参加を図るためのマーケティングを推進してい
かなければならないと考える。
男性
84.9％
女性
15.1％
平均年齢
40.95歳
ｎ＝750
・運動前後のf通事の取り方がわかった。
・栄養学に興味があり、その機会があって良かった。
・スポーツする子どもの食生活を変えていきたい。
・朝食が大切な事がわかった。
．大変勉強になった。
・毎日の食事に気をつけたい。
・運動後の食事の大切さが理解できた。
．日頃から気をつけていたが勉強になった。
子どもらの発育発達に運動刺激と栄養は、子どもらの健全
育成においても欠かせない重要なテーマであるα保護者らに
とって管理栄養士の講義は一応に納得いくものであったと推
察できる。著者はＳＧに多くの時間を取られるために、保護
者らと談笑する機会を失い、率直な感想を聴く機会がなく残
念であったが、今後はそうした機会を積極的に設け意見交換
の場を試みたいと考える。
加入しているスポーツ少年団、クラブの活動の日数
は？
表－５学齢期別に見たスポーツ活動の頻度
Ｑ５
学校期週２日週３日週６日週７日
学校期
学校期
校期
25.0％
６．６
小
中
高
30.0％
２．０
2.2％
35.6
34.2
2.3％
36.6
57.0
スポーツの実施頻度は、学齢が高くなるに付けて高くな
る傾向が見られる。スポーツの競技`性、競技志向が高くな
る為ではないかと思われる。また小学校期には、その他の
活動、塾や芸術文化活動も見られるためにこのような傾向
になるものと推察できるが、小学校期におけるスポーツ活
動の実施頻度から見れば妥当な頻度ではないだろうか。な
お一部地域においては、高校生のクリニック参加が見られ
たため高校期の集計結果も得られている。
８：元気で歩くための筋力トレーニングセミナー
さて本事業のもう一つの特色は、高齢者を対･象とした健康
セミナーの開催である。事業マーケティングの柱は「子ども
のスポーツ」ではあるが、地域へのマーケティングの中から
「高齢者の健康セミナー」も同時に行なっている。０４年度は
13会場で実施された。わが国は急速な高齢化社会を向かえ、
その影響は様々な社会分野で課題が突き付けられている。そ
うした社会現象の中でも、高齢者の健康指導は今後さらに重
要な事業として考えられるのである。本法人理事大久保、土
井ら、上岡さらに本事業について共感、共鳴を頂ける個人、
団体の専門家の協力を得ながら確かな評価を受けている事業
でもある。本事業は単体事業でも行なわれている。著者は、
本セミナーへの傍聴は出来なかったが、報告書の中からアン
ケート集計データーについて－部抜粋し、作表し現状を報告
したい。
表－７参加者の属性（13会場）ｎ＝311
［自由記述結果から代表的な解答］
ＣＳＲ：
・初めてやったスポーツでも分かり易く教えてくれた。
・野球にはいっぱいポジションがある事が分かった。
．「わからない｣と言ったら何度でも教えてくれた。
・ひとつひとつていねいに教えてくれた。
・今度はラグビーや野球をしてみたい。
．そんなにスポーツが好きではなかったがスポーツが好
きになった。
・テニスのラケットを初めて待って嬉しかった。
・友達もたくさん出来た。
・これからもやったことのないスポーツをやってみたい。
以上はその代表的な解答の一部であるが、ＳＧに参力Ⅱし
た多くの子供らは、初めてのスポーツを初めての仲間と共
にプレー体験できたこと、さらにスポーツの楽しさの再発
見ができたのではないかと思われる。
男`性 女性
参加者数
平均年齢
平均身長
平均体重
７６名
65.0歳
165.7cｍ
65.5kｇ
(24.4％）
（sd99）
（s(14.8）
（sd7.6）
235名
61.8歳
153.2cｍ
53.1kｇ
川畑剛川
５
１
ｆ
く
７
部
６
６
１
く
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９：むすびにかえて表－８現在の疾病・障害
６５歳未満
男性女`性
６５歳以上
男性女性 地域社会に根差したスポーツは、わが国のスポーツ形態を
大きく変えようとしている。ＭＩＰ・スポーツ・プロジェク
ト主催のＳＧの開催、講師参刀'1体験はそのことをまさに実体
験する場になった。ＳＧの会場は、子供たちの笑顔、スポー
ツに夢を追いかけるその姿を見るたびに、スポーツの果たす
社会的役割・機能を強く思うところである。しかし現実の地
域スポーツ・クラブ経営形態は、厳しい状況下にあると思わ
れる。そうした厳しさの中でも、クラブ指導者らの夢そして
熱意には強い感銘を受けるのである｡それはまさに､伝統的、
支配的なスポーツ指導から脱却しようとする試みでもあるよ
うに感じられた。さらに行政改革の波は、各地のスポーツ公
共団体のＮＰＯ化を促進し、また公共のスポーツ施設の運営
管理業務を民間に託す「指定管理者制度」は、ＮＰＯ法人の
パブリック・ビジネスへの参入の可能性を広げたように、わ
が国のスポーツ環境も大きく変革を成し遂げようとしている
のである。しかし、一方ではスポーツＮＰＯ法人の淘汰の時
代に入ったと言われ始めている。そのような現実の中でスポ
ーツＮＰＯ法人としてミッションを誠実に果たし、且つ事業
経営を安定化させるには今後とも様々な課題、問題点をクリ
アーしていいかなければならないと考える。ＳＧを通じて著
者は、地域のスポーツ指導に携わる人々と短い時間ではあれ
現実の抱える問題、課題について議論する場に居合わせた事
は幸運であった。わが国のスポーツ施策は、大きなil転換期に
ある事はilll違いない。と同時にそうした制度の中で，子ども
ら、青少年ら、さらに高齢者らの「多様なスボーツニーズ」
にどのように応えられるか、総合型地域スポーツクラブのそ
の課題、前途は多難であるように思われた。と同時にスポー
ツのパブリックビジネスへの参入は、スポーツ選手の「セカ
ンドキャリア」創出の上においても重要なキーワードに成り
うるものではないだろうか。
22.8％
10.1
12.7
２．８
1.3
34.2
31.6
３１．６
８．９
５．１
１５．２
20.0％
43.1
６．２
１２．３
3.1
24.6
26.2
16.9
３．１
７．７
７．７
％０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
●
●
●
●
●
●
●
０
０
●
●
５
５
０
５
０
０
５
５
０
０
５
３
２
１
３
１
１
171％
28.6
２．９
１７．１
8.6
34.3
17.1
11.4
８．６
０．０
０．０
特に問題なし
高llll圧
高脂血症
糖尿病
心臓病
腰痛
膝痛
肩凝り
肩痛
股関節病
外反母趾
表－９運動・スポーツの実施度合
６５歳未満
男性女性
６５歳以上
男性女性
20.0％
25.0
35.0
15.0
０
５．０
8.6％
14.8
43.2
19.8
３．７
８．６
20.6％
27.0
33.3
12.7
１．６
４．８
33.3％
25.0
27.8
５．６
２．８
５．６
ほぼ毎日
週３日
週１日～２日
月１日～３日
月１日より少ない
まったくしない
表－１０セミナーへの希望講座
６５歳未満
男性女性
６５歳以上
男性女性
36.1％
18.1
24.1
27.7
45.8
33.7
43.4
29.7％
18.8
12.5
28.1
40.6
29.7
２１．９
68.4％
26.3
26.3
21.1
68.4
21.1
26.3
37.1％
1１．４
8.6
22.9
48.6
48.6
45.7
腰痛予防体操
膝病予防体操
肩こり予防体操
減量運動
ストレッチ体操
筋力強化運動
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６５歳以上
男性女性
６５歳未満
男性女性
80.2％
１４．８
０
94.6％
５．４
０
80.3％
１３．６
６．１
89.5％
１０．５
０
大変興味深かった
マアマア興味深かった
ふつう
ＳＧ参加の子ども、孫らに混じって、早'|ﾘlより受付をされ
る高齢者を見ると「元気な様子」が覗われる。表９の通勤の
実施頻度においては、６５歳以上の高齢者の頓極的な運動実施
度合の傾向から、運動が日常生活化している様子が伺える。
04年度は13会場での実施ではあったが、本事業の開催の要望
は強く今後ともその傾向は高くなるものと考える。
第２４巻
